個別の指導計画≪実態把握票≫（学習障害が疑われる生徒の記入例）
京都府立○□△高等学校

作成日：平成○年□月△日　（作成者：○○　○○）　　　　　　　　　　　　　　　　担任名：1年（○○）２年（　　　）３年（　　　）
	１年５組
	ﾌﾘｶﾞﾅ

生徒氏名
	○○　○○
	生年月日

平成８年12月９日（16歳）
	  ﾌﾘｶﾞﾅ

保護者氏名
	○○　○○


≪アセスメント≫
	本人の状況
	≪支援が必要な項目≫※□にチェック

□進級　　☑学習　　□提出物　　□集団参加　　□遅刻　　□欠課　　□登校　　□対人関係・社会性
□コミュニケーション　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	≪学習面≫

☑板書内容をノートに書き写せない
□ノートの使用や書字に極端な乱雑さがある

□授業中に落ち着きがなく、集中できない

☑特定科目の極端な学力不振、成績に差がある
□履修科目全体が学力不十分な状態

□課題等の提出が期限通りにできない

☑テストの解答にケアレスミスが多い
□１，２年時に未取得な単位がある（　　　　　　　　　　　）
	特記事項・その他

・書き写すことに時間がかかる。

・とくに数学での学力不振がみられる。簡単な計算の間違いがよくある。また、未知数や記号の間違いもみられる。

図形はやや苦手であるが、数学的思考はできているため、数Aは今のところ及第点をクリアできた。
・課題提出の状況は良好で、まじめに取り組める。

・作文やレポートは書くことに時間がかかるが、誤字や脱字はない。自分の考えをしっかり持って表現できる。一方で、英語表記になると誤字や脱字が多くなる。

	
	最近の学期末成績※（　１学期）
教科

国総
現社
数Ⅰ
数A
生物
体育
保健
美術Ⅰ
英Ⅰ
英表Ⅰ
成績

４
３
２
３
３
２
２
３
３
２


	
	≪生活・行動面≫
□うっかりミスや指示された内容を忘れやすい

□時間割や教室等の急な変更に対応できない

□些細なこと、１つのことにこだわり、他のことが考えられない

□移動教室の場所が定着しない、又は校内で迷う
	特記事項・その他

・運動は苦手で、とくにボール運動と器械体操が苦手。

・苦手なことには消極的になるなど、自己イメージが低い。

・会話、スピーチは流暢で、自分の意見を伝えることができる。自信を持っている。
・母子家庭であり、晩御飯の準備など家事に時間を取られることも多いが、苦手な数学は家庭学習でも自分なりに取り組んでいるようだ。

	
	≪社会性・対人関係≫
□相手との距離感がとれない

□丁寧すぎる言葉遣いや態度、又は相手を配慮した発言が苦手
□場面に無関係な発言・質問が多く、自分のペースで話す

□集団行動・学習、部活に入れず、独りよがりな行動が多い

□冗談や皮肉が通じず、言葉どおりに受け取る

□気持ちや考えを、言葉でうまく伝えられない
□友人が極端に少なく、一人でいることが多い

□場の雰囲気や簡単なルールを理解できない

□質問の意図から外れた発表や応答が多い
	特記事項・その他

・とくに課題はみられない。活発で、友人も多い。

	
	≪本人の良さ・得意なことを活かした支援の経過≫
・まだ具体的に進められてはいないが、数学の教科担当者が学習状況について声かけをして質問を受けている。
・保健体育については、教科担当者が板書計画のコピーを授業前に渡している。（希望者に渡すようにしている。）

・英語は興味を持っているため、他の教科よりも家庭学習の時間が長く、また熱心である。しかし、単語表記など書いたものをよく見直すように指導するが、あまり効果はみられない。

	
	≪本人が目指す自己像≫
・まだ、よく分からない。

	
	≪本人が困っていること・解決したいこと≫
・計算が苦手でよく間違う。赤点を取りたくない。
・数学ができなくても受験できる大学があるか気になる。

	
	≪本人が自分で努力できること、しようとしていること≫
・小テストの間違い直しでは、分からないところを教科担当者に質問できる。
・友人にノートを借りて、空いた時間に写しているようだ。

	
	≪保護者の希望≫
・苦手なことから逃げる癖があるので、苦手なことでも努力できるようになってほしい。
・数字、計算はこれからの生活にも必要なので、ある程度はできるようになってほしい。

	
	≪進路について≫
・大学進学を希望しているが、経済的な理由から国公立大学を希望。


≪諸機関との連携歴等≫
	医療連携
	障害名：

診断時期：平成　　年　　月

機関：　　　　　　　　　　　　　　　　　主治医：

服薬：有・無　　　薬剤名：（　　　　　　　　　　　　　　）

	諸検査の結果
	新版K式（　　年　　月実施）
	WISC-Ⅲ（平成22年12月実施）

	
	機　関：
	機　関：地域支援センター「〇〇〇」

	
	検査者：
	検査者：△△　△△（地域支援センター「〇〇〇」Co）

	
	認知・適応（CA）

言語・社会（LS）

全領域（DQ）
	言語性IQ＝113　＞　動作性IQ＝85　　　 全検査IQ＝99
言語理解＝115知覚統合＝90注意記憶＝106処理速度＝80
言語理解・注意記憶　＞　知覚統合・処理速度

	
	解釈・特記事項等
	解釈・特記事項等

・知識、語彙が豊富で、言語理解・表出に優れている。

・『積木模様＝６』、『組合せ＝８』。具体的なイメージがあると苦手なことも試行錯誤して取り組みやすい。
・『符号』『記号探し』では間違いはないが、処理が非常に遅い。

	教育歴
	≪教育歴≫

小学校：　　年　　月～　　年　　月　［□通級　□特別支援学級　　時期：　　年　　月～　　年　　月］

中学校：　　年　　月～　　年　　月　［□通級　□特別支援学級　　時期：　　年　　月～　　年　　月］

	
	≪中学校からの引き継ぎ（学習、行動・生活・その他について、具体的な支援・配慮等）≫

・何事にもまじめに取り組む一方で、学習面、とくに数学の定着がよくない。
　数学については補習、教科担当者の声かけで学習支援を行ってきた。

・友人は多く、生徒会活動にも積極的に取り組んだ。（３年生時/副会長）

	相談歴
	機関：地域支援センター「〇〇〇」　
時期：平成22年12月
	相談内容：認知特性を知り、学習支援の方略を探る
　　　　　学校・保護者には検査結果報告済み。

　　　　　本人には、数値を除いた特性報告を行った。

	
	機関：　　　　　　　　　　時期：
	相談内容：

	
	機関：　　　　　　　　　　時期：
	相談内容：


個別の指導計画≪指導計画≫
京都府立○□△高等学校
□各教科
	教科/科目
（優先的に支援を要するもの）
	授業中の様子
	学習目標
支援目標
	具体的支援の方略
	支援の評価

	学習全般
	・板書を写すことに時間がかかる、または写す場所を探すことに時間がかかる。
・書くことに集中して、指示を聞きもらすことがある。
	・必要な事項が時間内に板書できる。
・話や指示に注意を傾けることができる。
	・板書の見やすさ（文字の大きさ、色分け、行間等）に配慮する。
・板書計画のコピーを渡す。

・ノートに対応した板書（配置等）を心がける。

・「聞く・書く・読む」時間を分けた授業進行にする。

・注意を傾けて聞くことで得られる学習効果を自覚させ学習意欲を高める。
	・書く場所を探す時間は減った。
・指示の聞きもらしは減った。



	数Ⅰ
	・累乗の見落とし、未知数の書き間違いが多い。
・基本的な計算はできるが時間がかかる、または間違う。
とくに、小さなスペースに書くことを求められと間違いが多くなる。
・途中の式を書かないので、どこで間違っているのかが本人も分からない。
	・読み書きの間違いがないように注意したり見直したりができる。
・途中の計算式を書くことができる。
	・プリントやワークシートの書く欄を大きくする、罫線を入れる。
・本人が間違いやすい傾向をつかみ、注意を促す。

・計算手順や考え方を言語化させ、書くことを整理させる。
・行間の広いノートを使用させる。

・途中の計算式に評価（点）を与える。
	・個別に注意を促すことは有効であった。

・途中の式にも評価を与えることで、意識して書こうとできてきた。

	数A
	・図形の特性理解はできている。
・∠BACなどの記号やアルファベットが多くなると、書き間違いが多くなる。
	・記号やアルファベットを正しく読み書きできる。
	・数Ⅰと同様の支援を行う。

・見直す時間を保障して、見直しを促す。

（定期考査での合理的配慮も検討する。）
	・見直しが定着すると間違いが減った。

	英Ⅰ
	・読めるが書き間違いがある。
たとえば「difficult」であれば「deffcult」や「difcult」のように大きな間違いではないが間違い方は一定しない。
	・自分の綴り間違いに気づき、正しく修正することができる。
	・音と綴りの関係を指導する。
・発音しながら書くなど、音を意識した書き方を意識させる。

・間違いやすい単語を自覚させる。
	・まだまだ間違いは目立つが、音を意識することは有効。


 □生活・行動面

	
	様子
	支援目標
	具体的支援の方略
	支援の評価

	対人関係
・

社会性
	
	
	
	

	コミュニケーション
	
	
	
	

	その他
	・母の仕事が忙しくなると、家庭学習の時間が深夜にずれこむため、学校で居眠りが。
	・集中して学習に取り組む。
	・家事分担などを軽くしてもらえることは可能かなど、家庭と連絡をとりあう。
・机間巡視での声かけを行う。
	・定期考査の前は集中できる時間が増えている。


